１．はじめに1-1 勾配情報を考慮した粒子群最適化による 制約付き多目的最適化問題の解の探索
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近年，大規模なシミュレーションや データ分析が求められるシーンが増えており，これらに対する効率的な最適化手法の開発 は，ますます重要となっている．このような背景を踏まえ，複雑で高次元な最適化問題を解決するために，MOPSOなどの群知能に基づくアルゴリズムが注目されている．
そこで本研究では、上下制約付き多目的最適化問題に対して，勾配情報を追加した上下制約を有 する勾配MOPSOアルゴリズムを提案した．
２．多目的粒子群最適化
論文概要は学生１人につきA4版の用紙１枚に記述する．用紙の上側2cm，下側2cm，左側2.5cm，右側1.5ｃｍは余白として空ける．
３．題目
1行目に論文番号及び論文題目を大きめの文字で書く．論文番号と論文題目の間にはスペースを入れる．論文番号は「講座番号-講座内の発表番号」により「2-3」のように半角文字で書く．講座内での発表順序番号については，指導教員の指示を受ける．最終的な発表番号は，修論・卒論題目の確認後に公表される発表会のプログラムで確定するので，これに合わせること．
論文題目はプログラムのために申告した題目や論文自体に付与した題目と必ず一致させること．講座番号及び研究室名は以下の通りとする． 

1. 情報基盤工学講座
· 鳥山研究室
· 浦島研究室
· 森島研究室
· 奥原研究室
· 岩本・河崎研究室
· 大倉研究室
· 中田・西澤研究室
· 西原研究室
· レネ研究室
2. 情報応用工学講座
· 唐山・崔研究室
· 田川研究室
· 井上研究室
· 大山・平倉研究室
· 榊原研究室
· 中村研究室
· 浦島研究室
2行目には右詰で研究室名を書き，3行目には右詰で学籍番号と氏名を書く．
４．本文
本文は4行目より書く．1段組，2段組のどちらでもよい．第1節は「まえがき」や「はじめに」などとして，論文が何を述べているか簡明に書く．2節以降に研究の内容，結果等を書く．必要に応じ図表を挿入する．最後の節は「むすび」または「おわりに」などとして，結論や今後の課題などを簡潔に書く．
本文の書き方は学術講演論文集などを参考にして，指導教員の指導を必ず受ける．
文字の大きさ，行間隔，1行あたりの字数，図表の大きさは自由とする．読み辛くなるような小さな文字，狭い行間隔にならないように注意する．
